
さ
よ
な
ら
成
果
主
義

青
年
か
ら
も
ノ
ー
！

「
日
本
で
成
果
主
義
で
成
功
し
た
会
社
は
ひ
と
つ
も
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
導
入
時
は
高
か
っ
た
青
年
か
ら
の
評
価
も
、

最
近
は
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
立
労
組
の
「
07
年
処
遇
制

度
意
識
調
査
結
果
」
で
も
「
会
社
生
活
へ
の
満
足
度
が
高
ま
っ
た
」

の
は
、
20
％
弱
と
極
め
て
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
成

果
主
義
を
廃
止
す
る
時
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
結
局
は
人
件
費
の
削
減
が
目
的
だ
っ
た

成
果
主
義
の
導
入
後
、
一
般
社
員
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上
が
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
役
員
報
酬
は
急
増
し
て
い
ま
す
。
日

立
で
も
株
の
無
償
譲
渡
と
言
う
形
で
、
実
質
的
な
役
員
報
酬
を
倍

化
さ
せ
て
い
ま
す
。
得
を
し
た
の
は
役
員
だ
け
？

②
生
活
で
き
る
賃
金
が
破
壊
さ
れ
た

以
前
の
日
本
の
賃
金
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
上
が
っ
て
い
き
、
生

活
費
に
応
じ
た
額
と
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

大
増
税
で
も
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で

す
。
社
会
保
障
の
貧
し
い
日
本
で
は
、
実
質
的
な
賃
下
げ
は
生
活

困
窮
に
直
結
し
ま
す
。

③
働
く
こ
と
へ
の
愛
着
が
低
下
し
た

成
果
主
義
の
導
入
に
よ
っ
て
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
は
む
し
ろ

低
下
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
お
金
の
報
酬
と
だ
け
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
や
、
働
く
こ
と
へ
の
愛
着
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

④
職
場
の
人
間
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

相
対
評
価
に
よ
っ
て
、
1
人
が
良
く
な
れ
ば
他
は
悪
く
な
り
ま

す
。
職
場
の
な
か
ま
で
協
力
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
人
間
関

係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
、
ス
ト
レ
ス
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

⑤
う
つ
病
・
パ
ワ
ハ
ラ
が
増
加
し
た

長
時
間
労
働
で
一
生
懸
命
働
い

て
も
評
価
が
さ
れ
な
い
不
安
、
上

司
に
よ
る
い
じ
め
（
パ
ワ
ハ
ラ
）

な
ど
に
よ
り
、
う
つ
病
に
な
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
成
果
主
義
は

す
で
に
会
社
を
、
内
部
か
ら
崩
壊

し
始
め
て
い
ま
す
。
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村由)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

●ステレオタイプ

近頃の若者の思考は、ステレオタイプであるように思いま

す。私も近頃の若者の内の一人であり、この思考を持つ一人でもあ

る気がしています。参院選では、民主党が勝利しました。民主党が

勝利、もしくは自民党が大敗したのは、恐らくこれらの若者の支持

も多く含まれているように思います。各メディアが一斉に、二大政

党をうたい文句に、「自民から民主へ」の報道を行った結果、多く

の若者が、民主党を支持するようになりました。周囲の人達やテレ

ビ、新聞と私達の周りにある情報は、そういった一種の固定観念か

ら生まれたものであり、こうした情報をタブロイド思考的に判断し

た結果、このような結果になったのでは、と勝手に分析しています。

今回の結果のように、メディアだけの情報を鵜呑みにするのではな

く、ひとりひとりが物事の本質を見極めた上での選択ならば、世の

中はもっと良くなっていくのでは、と思います。しかし、選挙に行

く若者も増え、参院選での結果のように、この思考が私達若者を世

の中に目を向けさせるきっかけになっていると思っています。

（注）ステレオタイプ：行動や考え方が、固定的・画一的であり、

新鮮味のない

こと。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

08春闘で成果主義をぶっこわせ！

08
年
春
闘
に
向
け
始
め
ま
す

「
電
機
労
働
者
懇
談
会
」

生
活
改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

毎
年
、
恒
例
の
「
電
機
労
働
者
懇
談
会
」
の
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。
こ
れ
は
電
機
の
職
場
で
働

い
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
08
春
闘
で
の
賃
上
げ

や
、
労
働
条
件
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
正
社
員
・
パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
等
、
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。
要
求
実
現
は
、
ま
ず
声
に
出
す
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

07
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
成
果
主
義
に
対
す
る

考
え
」
は
、
「
賛
成
」
が
14
％
、
「
反
対
」
が
39
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
44
％
で
し
た
。
特
に
40

～
50
代
に
お
い
て
は
、
「
賛
成
」
が
８
％
に
対
し
、

「
反
対
」
は
55
％
と
過
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
も
、
成
果
主
義
の
廃
止
・
見
直
し
が
必
要

で
す
。



日
立
懇
の
第
16
回
総
会
が
、

10
月
６
日
、
東
京
の
豊
岡
福
祉

会
館
に
て
行
わ
れ
、
争
議
支
援

と
し
て
松
下
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）
偽
装
請
負

解
雇
事
件
の
吉
岡
氏
か
ら
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。

吉
岡
氏
は
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の

偽
装
請
負
を
告
発
し
、
直
接
雇

用
と
な
り
ま
し
た
が
、
嫌
が
ら

せ
の
後
、
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
生
活
が
困
難
な
中
、
裁

判

で

た

た

か

っ

て

い

ま

す

。

「
偽
装
請
負
と
い
っ
た
、
人
間

を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
働
か
せ

方
を
な
く
し
、
真
面
目
に
働
い

た
ら
ま
と
も
な
生
活
が
で
き
る

世
の
中
に
す
る
た
め
に
、
ど
う

し
て
も
勝
利
し
た
い
」
と
、
署

名
の
協
力
等
を
訴
え
て
い
ま
す
。

吉
岡
氏
は
①
偽
装
請
負
を
行

な
っ
て
い
る
企
業
名
の
公
表
、

②
偽
装
請
負
を
受
け
入
れ
て
い

る
企
業
に
対
す
る
罰
則
、
③
直

接
雇
用
を
す
る
場
合
、
「
期
間

の
定
め
の
な
い
雇
用
」
と
す
る

こ
と
、
④
偽
装
請
負
を
内
部
告

発
し
た
者
へ
の
嫌
が
ら
せ
の
禁

止
等
を
求
め
て
い
ま
す
。

９
割
は
派
遣
社
員

日
立
岐
阜
工
場
の
第
２
工
場
で

は
、
日
立
Ｊ
Ｅ
の
労
働
者
３
０
名

に
た
い
し
て
、
派
遣
労
働
者
２
５

０
名
（
４
割
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
者
）
が
大
勢

生
産
ラ
イ
ン
に
入
り
、
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ
の
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

派
遣
社
員
は
ボ
ー
ナ
ス
、
昇
給
、

家
族
手
当
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
今
や
っ
て
い
る
仕
事
を

い
つ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
そ
れ
が
一
番
心
配
で
す
。

日
立
Ｊ
Ｅ

Ｈ
Ｄ
Ｄ
売
却
報
道
に
衝
撃
走
る

９
月
28
日

ロ
イ
タ
ー
配
信
に

よ
る
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
売
却
ニ
ュ
ー
ス

は
職
場
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
日
立
は
「
本
事
業
の
売
却
に

つ
い
て
決
定
し
た
事
実
は
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
、
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
中

西
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
田
宮
日
本
法
人
社
長

も
同
様
の
コ
メ
ン
ト
を
し
「
…
落

ち
着
い
て
業
務
に
専
念
し
て
く
だ

さ
い
」
と
全
従
業
員
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
４
年
連
続
巨

額
の
赤
字
を
垂
れ
流
す
日
立
Ｇ
Ｓ

Ｔ
、
売
却
先
ま
で
明
ら
か
に
し
た

報
道
に
「
火
の
気
の
な
い
と
こ
ろ

煙
立
た
ず
」
だ
よ
ね
…
な
ど
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
翌
週

小
田

原
・
藤
沢
事
業
所
で
統
括
本
部
長

の
事
業
改
善
策
が
示
さ
れ
、
最
後

に
10
月
中
旬
か
ら
11
月
末
に
か
け

て
全
員
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
め
ざ
し

て
『
面
談
』
実
施
す
る
と
し
、
職

場
で
は
、
「
な
ん
と
し
て
も
07
年

度
黒
字
化
の
荒
療
治
が
始
ま
る
ぞ
」

と
警
戒
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ

何
と
残
っ
た
の
は
１
人
だ
け
！

設
立
３
周
年
の
日
立
オ
ム
ロ
ン

が
中
国
輸
出
等
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
事
業
が

好
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
働
く
人

に
は
過
酷
な
日
々
で
あ
っ
た
。
オ

ム
ロ
ン
か
ら
の
転
籍
者
の
約
３
割

に
当
た
る
百
名
余
の
人
が
職
場
を

去
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
退
職
、
別
会

社
へ
の
再
転
籍
、
自
己
都
合
退
職

等
。
あ
る
設
計
職
場
で
は
、
オ
ム

ロ
ン
か
ら
の
転
籍
者
５
名
中
、
残
っ

た
の
は
１
人
だ
け
。
そ
の
内
の
２

名
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
病
か
ら
の

退
職
で
本
人
の
苦
悩
は
計
り
知
れ

な
い
。
会
社
と
職
場
管
理
者
に
は

「
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
全

て
に
優
先
す
る
」
の
実
践
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
立
オ
ム
ロ
ン
・
旭

鏡
に
向
か
っ
て
語
る
べ
き

日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
の
某
営
業

所
で
建
交
労
Ｈ
Ｂ
Ｓ
の
組
合
員
に

対
し
て
、
あ
る
係
長
が
「
他
の
社

員
が
貴
方
よ
り
遅
く
ま
で
仕
事
し

て
い
て
も
、
残
業
を
貴
方
よ
り
つ

け
て
い
な
い
。
目
立
ち
す
ぎ
る
」

旨
の
発
言
を
し
ま
し
た
。
こ
の
係

長
は
真
面
目
で
評
判
の
人
物
で
す
。

会
社
の
指
示
通
り
、
も
し
く
は
そ

の
意
向
に
そ
っ
て
の
発
言
と
思
わ

れ
ま
す
。
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
は

企
業
犯
罪
で
す
。
会
社
は
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
社
員
に
指
導
す
る

以
前
に
、
鏡
に
向
か
っ
て
語
る
べ

き
で
す
。
建
交
労
Ｈ
Ｂ
Ｓ
は
10
月

10
日
付
け
の
会
社
へ
の
申
し
入
れ

文
書
で
、
事
実
関
係
の
調
査
と
11

月
26
日
期
限
の
回
答
を
求
め
ま
し

た
。

建
交
労
Ｈ
Ｂ
Ｓ

生
活
切
り
詰
め交
通
費
捻
出

あ
る
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
会

社
指
定
の
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
で
長

距
離
通
勤
。
通
勤
費
は
一
定
額
し

か
支
給
さ
れ
ず
大
赤
字
。
低
賃
金

で
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
に
更

に
通
勤
費
の
自
己
負
担
は
生
活
を

直
撃
。
通
勤
費
を
抑
え
る
た
め
途

中
ま
で
自
転
車
や
徒
歩
で
通
勤
し

て
い
る
が
、
自
助
努
力
も
体
力
的

に
も
う
限
界
。
会
社
の
近
く
か
ら

通
勤
し
た
い
、
世
間
一
般
並
に
通

勤
費
は
全
額
支
給
し
て
欲
し
い
、

と
の
要
求
。
長
距
離
通
勤
で
体
力

を
消
耗
し
な
が
ら
も
仕
事
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
と
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
を
し
て
い
る
。

日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

10月中旬、本社からF.F.プラン推

進（女性ダイバーシティによる人材

活用）のために、企画部の女性マネー

ジャーが、RSD事業部（小田原）にイ

ンタビューに訪れました。

これまでF.F.プランⅡのホームペー

ジに掲載される女性陣は、主任技師

や部長代理などの高い職位にある女

性がほとんどでしたが、職位の有無、

職務の区別にかかわらず無作為にイ

ンタビューを行ないたいとの目的で、

古川社長直命で訪れました。

RSD調達部の女性全員（正社員6名）

を集めてのインタビューでは、それ

ぞれ職歴や現在の仕事での処遇など

を中心に率直な意見が交わされまし

た。入社してわずか半年の女性は自

身の担当の仕事を任されつつ、一ヶ

月もOJT教育で九州へ研修に行ってい

たら、帰ると仕事がたまっていたと

か、2年経った女性は、女性一人男性

に混じって会議に参加していると体

調が悪い時など苦慮してしまうなど、

新人ならではの悩みが出されました。

一方ベテランの 10年、 20年以上の女

性からは、上司から目標管理に対す

る充分な経営方針の具体的な説明が

ないまま、ミッションだけを求めら

れる。もっと現場に足を運んで仕事

の評価をして欲しいなどの具体的で

率直な意見が出されました。

インタビューに訪れた女性も、F.F.

プランⅡの推進について具体的にど

のような施策を行なったらよいのか

暗中模索の様子が伺えました。CSR活

動の広告塔として、 F.F.プランⅡを

“売り”にしたいという期待を込め

たいのであれば、もっともっと現場

の女性とのコ

ミュニケーショ

ンを多くして

いくことが求

められるので

はないでしょ

うか。

「偽装請負をなくそう」
日 立 懇 総 会 で 松 下 Ｐ Ｄ Ｐ 吉 岡 氏 が 訴 え

女性ダイバーシティ（女性の人材活用）で

F.F.プランⅡをどう推進していくの？


